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1.  平成21年3月期第1四半期の連結業績（平成20年4月1日～平成20年6月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

21年3月期第1四半期 2,699 ― 199 ― 184 ― 111 ―
20年3月期第1四半期 2,711 11.0 211 22.3 192 25.5 72 37.7

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期純利

益
円 銭 円 銭

21年3月期第1四半期 7.99 ―
20年3月期第1四半期 5.19 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

21年3月期第1四半期 10,207 5,038 49.4 361.22
20年3月期 11,241 5,057 45.0 362.55

（参考） 自己資本   21年3月期第1四半期  5,038百万円 20年3月期  5,057百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無   

1株当たり配当金

（基準日） 第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 年間
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

20年3月期 ― 0.00 ― 9.00 9.00
21年3月期 ― ――― ――― ――― ―――

21年3月期（予想） ――― 0.00 ― 9.00 9.00

3.  平成21年3月期の連結業績予想（平成20年4月1日～平成21年3月31日） 
（％表示は通期は対前期、第2四半期連結累計期間は対前年同四半期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純

利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期連結累計期間 5,809 5.5 284 △2.8 258 0.9 146 7.4 10.50
通期 12,450 3.2 1,006 4.7 950 6.9 537 7.3 38.56

4.  その他 
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  無  

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更に記載されるもの） 

(注) 詳細は、３ページ 【定性的情報・財務諸表等】 ４．その他をご覧下さい。  

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
(1) 当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第12号)および「四半期財務諸表に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第
＿_14号)を適用しております。また、「四半期連結財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。 
(2) 業績予想等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報および合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は今後様々な要因によ
＿_って予想数値と異なる可能性があります。  

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 21年3月期第1四半期  13,950,000株 20年3月期  13,950,000株
② 期末自己株式数 21年3月期第1四半期  1,277株 20年3月期  1,277株
③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 21年3月期第1四半期  13,948,723株 20年3月期第1四半期  13,949,200株
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【定性的情報・財務諸表等】  

１．連結経営成績に関する定性的情報 
 

当第１四半期連結会計期間におけるわが国経済は、企業収益の減少に伴い設備投資の横ばい傾向が

続いております。また、アメリカの景気後退懸念、原料価格の高騰とそれに伴う諸物価の上昇傾向も

相まって、景気の下振れリスクが高まっております。一方、航空業界におきましては、旅客需要は前

年同期に比べ若干の減少傾向で推移しております。各航空会社は燃費効率の良い航空機の導入を進め

る等、経費の削減に努めているものの、燃油価格の更なる高騰により、これまで以上に厳しい経営環

境に直面しております。 

  このような中、当第１四半期の売上高は、動力事業では羽田空港・那覇空港・関西空港の国内航空

会社への販売増があり、前年同期に比べ 41 百万円（3.1％）の増収となりました。整備事業では成田

空港・羽田空港での設備の更新・補修工事の出遅れや減少があったものの、成田空港・関西空港の手

荷物搬送設備等の基本契約の増により、前年同期に比べ３百万円（0.3％）の増収となりました。付帯

事業では成田空港の受託手荷物検査装置の運用管理業務の新規受託があった一方、前年は中部空港貨

物地区向け航空機用電源装置販売を始めとする機器販売が第１四半期に多かったため、前年同期対比

では57百万円(20.2％）の減収となりました。 

以上により、売上高合計は26億 99 百万円と、前年同期に比較して12百万円（0.4％）の減収とな

りました。 

  営業費用では、中部空港貨物地区向け航空機用電源装置販売減に伴う販売材料費や販売外注費の減

少等があったものの、動力事業での増収に伴う原材料費、成田空港・羽田空港・鹿児島空港での増設

および熊本空港の供用開始による減価償却費、整備事業や付帯事業での業務量の増に伴う委託役務費

の増加により、販売費および一般管理費を含めた費用合計は25億円となり、ほぼ前年同期並みとなり

ました。 

この結果、営業利益は前年同期に比べ12百万円（6.1％）減益の１億99百万円となり、経常利益は

１億84百万円で、前年同期に比べ７百万円（3.9％）の減益となりました。 

以上に特別損益、法人税、住民税および事業税ならびに法人税等調整額を加味した結果、当第１四

半期純利益は１億11百万円となり、前年同期に比べ39百万円の増益となりました。 

 

２．連結財政状態に関する定性的情報 
 

（資産） 

流動資産は、前連結会計年度末に比べて 19.2％減少し、36 億 60 百万円となりました。これは、

現金および預金が４億 53 百万円、受取手形および売掛金が４億 46 百万円それぞれ減少したこと等

によります。 

固定資産は、前連結会計年度末に比べて2.5％減少し、65億47百万円となりました。これは、主

に減価償却費の計上により、有形固定資産が１億73百万円減少したこと等によります。 

この結果、総資産は、前連結会計年度末に比べて9.2％減少し、102億７百万円となりました。 

 
（負債） 

流動負債は、前連結会計年度末に比べて33.9％減少し、18億３百万円となりました。これは、営

業未払金が３億31百万円、設備投資に係る未払金が２億35百万円、未払費用が１億74百万円、１

年内返済予定の長期借入金が１億52百万円それぞれ減少したこと等によります。 

固定負債は、前連結会計年度末に比べて2.6％減少し、33億65百万円となりました。これは、長

期借入金が１億12百万円減少したこと等によります。 

この結果、負債合計は、前連結会計年度末に比べて16.4％減少し、51億69百万円となりました。 

 
（純資産） 

純資産合計は、前連結会計年度末に比べて 0.4％減少し、50 億 38 百万円となりました。これは、

当四半期純利益および剰余金の配当を加減算した結果、利益剰余金が14百万円減少したこと等によ

ります。 
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３．連結業績予想に関する定性的情報 

 

 通期業績見通しにつきましては、動力事業においては燃油価格の高騰や顧客の環境意識の高まり等

により、引き続き航空会社への販売が堅調であることや、整備事業においても設備保守の基本契約の

増等により概ね順調であることから、期初の業績予想どおりを見込んでおります。 
 

４．その他 

  

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） 

   該当事項はありません。 

 

 

(2) 簡便な会計処理および四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の有無 

   該当事項はありません。 

 

 

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

 ① 「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準委員会 平成 19 年３月 14 日 企業会計

基準第12号）および「四半期務諸表に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準委員会 平成

19年３月14日 企業会計基準適用指針第14号）を当第１四半期連結会計期間から適用しており

ます。また、「四半期連結財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。 

 

② 「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準委員会 平成18年７月５日 企業会計基

準第９号）を当第１四半期連結会計期間から適用し、評価基準については、原価法から原価法（収

益性の低下による簿価切下げの方法）に変更しております。 

   この変更による損益への影響は軽微であります。 

 

③ リース取引に関する会計基準等の適用 

「リース取引に関する会計基準」（企業会計基準委員会 平成５年６月17日 最終改正平成19

年３月 30 日 企業会計基準第 13 号）および「リース取引に関する会計基準の適用指針」（企業

会計基準委員会 平成６年１月 18 日 最終改正平成 19 年３月 30 日 企業会計基準適用指針第

16号）を当第１四半期連結会計期間から早期に適用し、所有権移転外ファイナンス・リース取引

については、通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理から通常の売買取引に係る方法に準

じた会計処理に変更しております。 

   また、リース資産の減価償却の方法は、リース期間を耐用年数とし、残存価額をゼロとして算

定する方法を採用しております。 

   なお、リース取引開始日が適用初年度前の所有権移転外ファイナンス・リース取引については、

通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理を引き続き採用しております。 
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5. 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末

(平成20年6月30日)

前連結会計年度末に係る

要約連結貸借対照表

(平成20年3月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,512,619 1,966,132

受取手形及び売掛金 1,417,979 1,864,171

製品 90,534 100,533

貯蔵品 294,358 257,601

仕掛品 91,872 36,550

その他 253,060 302,468

貸倒引当金 △197 △254

流動資産合計 3,660,228 4,527,202

固定資産

有形固定資産

構築物 7,883,656 7,852,455

減価償却累計額 △5,082,986 △4,982,760

構築物（純額） 2,800,670 2,869,694

機械及び装置 6,684,877 6,683,760

減価償却累計額 △5,032,028 △4,953,203

機械及び装置（純額） 1,652,849 1,730,557

その他 1,116,428 1,108,821

減価償却累計額 △692,564 △680,722

その他（純額） 423,864 428,098

土地 110,608 110,608

建設仮勘定 277,866 300,756

有形固定資産合計 5,265,858 5,439,714

無形固定資産

その他 75,147 76,129

無形固定資産合計 75,147 76,129

投資その他の資産

その他 1,214,089 1,206,094

貸倒引当金 △7,500 △7,500

投資その他の資産合計 1,206,589 1,198,594

固定資産合計 6,547,595 6,714,439

資産合計 10,207,823 11,241,641
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（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末

(平成20年6月30日)

前連結会計年度末に係る

要約連結貸借対照表

(平成20年3月31日)

負債の部

流動負債

営業未払金 475,644 807,252

未払法人税等 46,000 178,483

その他 1,282,176 1,742,683

流動負債合計 1,803,821 2,728,419

固定負債

長期借入金 2,046,701 2,159,263

退職給付引当金 1,283,914 1,262,069

その他 34,764 34,764

固定負債合計 3,365,380 3,456,097

負債合計 5,169,202 6,184,516

純資産の部

株主資本

資本金 2,038,750 2,038,750

資本剰余金 114,700 114,700

利益剰余金 2,869,905 2,884,001

自己株式 △441 △441

株主資本合計 5,022,914 5,037,009

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 15,706 20,115

評価・換算差額等合計 15,706 20,115

純資産合計 5,038,621 5,057,125

負債純資産合計 10,207,823 11,241,641
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(2) 【四半期連結損益計算書】

（単位：千円）

当第１四半期連結累計期間

(自 平成20年４月１日

 至 平成20年６月30日)

売上高 2,699,288

売上原価 2,273,074

売上総利益 426,214

販売費及び一般管理費 227,095

営業利益 199,118

営業外収益

受取配当金 985

保険事務手数料 410

その他 91

営業外収益合計 1,487

営業外費用

支払利息 15,656

その他 155

営業外費用合計 15,812

経常利益 184,793

特別利益

貸倒引当金戻入額 57

特別利益合計 57

特別損失

固定資産除却損 138

特別損失合計 138

税金等調整前四半期純利益 184,713

法人税、住民税及び事業税 37,309

法人税等調整額 35,961

法人税等合計 73,270

四半期純利益 111,443
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(3) 【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

（単位：千円）

当第１四半期連結累計期間

(自 平成20年４月１日

 至 平成20年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 184,713

減価償却費 199,566

退職給付引当金の増減額（△は減少） 11,368

有形固定資産除却損 138

受取利息及び受取配当金 △985

支払利息 15,656

売上債権の増減額（△は増加） 446,192

たな卸資産の増減額（△は増加） △82,620

仕入債務の増減額（△は減少） △331,607

未払消費税等の増減額（△は減少） △30,214

その他 △45,869

小計 366,337

利息及び配当金の受取額 985

利息の支払額 △12,895

法人税等の支払額 △166,136

営業活動によるキャッシュ・フロー 188,291

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △270,643

無形固定資産の取得による支出 △240

敷金及び保証金の差入による支出 △1,505

敷金及び保証金の回収による収入 2,605

その他 △222

投資活動によるキャッシュ・フロー △270,005

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入金の返済による支出 △264,648

配当金の支払額 △107,564

財務活動によるキャッシュ・フロー △372,213

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △453,927

現金及び現金同等物の期首残高 1,966,547

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,512,619
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当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第 12 号)

および「四半期財務諸表に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第

14 号)を適用しております。また、「四半期連結財務諸表規則」に従い四半期連結

財務諸表を作成しております。 
 
 
(4) 継続企業の前提に関する注記 
 
  当第 1 四半期連結会計期間（自 平成 20 年 4 月 1 日  至 平成 20 年 6 月 30 日） 
   当該事項はありません。 
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「参考資料」 
  （要約）前四半期連結損益計算書 

（単位：千円） 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成 19 年４月１日 

 至 平成 19 年６月 30 日) 科目 
金額 

Ⅰ 売上高 2,711,465

Ⅱ 売上原価 2,296,272

   売上総利益 415,192

Ⅲ 販売費及び一般管理費 203,242

   営業利益 211,950

Ⅳ 営業外収益 

 1. 保険配当金 -

 2. その他 4,079

  営業外収益合計 4,079

Ⅴ 営業外費用 

 1. 支払利息 23,120

 2. その他 522

  営業外費用合計 23,642

   経常利益 192,387

Ⅵ 特別利益 

 1. 貸倒引当金戻入益 30

 2. 代行返上返還に伴う利益 -

 3. その他 0

  特別利益合計 30

Ⅶ 特別損失 

 1. 固定資産除却損 144

 2. その他 -

  特別損失合計 144

   税金等調整前 
   四半期(当期)純利益 192,273

      法人税、住民税 
   及び事業税 49,639

   法人税等調整額 70,196

   四半期(当期)純利益 72,437
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「参考資料」 
  （要約）前四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成 19 年４月１日 

 至 平成 19 年６月 30 日) 

Ⅰ 営業活動によるキャッシュ・フロー 
   税金等調整前四半期(当期)純利益 192,273

   減価償却費 185,723

   退職給付引当金増減額 △ 7,037

   有形固定資産除却損 144

   受取利息及び受取配当金 △ 2,965

   支払利息 23,120

   売上債権の増減額 428,595

   たな卸資産の増減額 △ 4,748

   仕入債務の増減額 △ 424,527

   未収消費税等の増減額 3,572

   未払消費税等の増減額 18,383

   その他 △ 46,824

    小計 365,710

   利息及び配当金の受取額 2,965

   利息の支払額 △ 20,096

   法人税等の支払額 △ 148,999

  営業活動によるキャッシュ・フロー 199,581

Ⅱ 投資活動によるキャッシュ・フロー 
   投資有価証券の取得による支出 -

   有形固定資産の取得による支出 △ 641,857

   無形固定資産の取得による支出 △ 6,051

   敷金・保証金の差入による支出 △ 7,368

   敷金・保証金の払戻による収入 2,029

   その他 △ 795

  投資活動によるキャッシュ・フロー △ 654,042

Ⅲ 財務活動によるキャッシュ・フロー 
   長期借入による収入 -

   長期借入金の返済による支出 △ 246,137

   配当金の支払額 -

  財務活動によるキャッシュ・フロー △ 246,137

Ⅳ 現金及び現金同等物の増減額 △ 700,598

Ⅴ 現金及び現金同等物の期首残高 2,790,002

Ⅵ 現金及び現金同等物の 
  四半期末(期末)残高 2,089,403
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